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別所沼公園協議会 前回の振り返り

２．主なご意見（⇒公園管理者等の見解）

令和5年12月19日
別所沼公園協議会

資料1

１．令和5年度 第2回別所沼公園協議会出席者
区分 団体名等

学識経験を有する者 町田誠（国土交通省PPPサポーター）/会長

本公園の利用団体の代表者
別所沼を守る会、１００年別所沼、あそびの森、浦和別所沼公園ラジオ体操愛好会、
一般社団法人 RUN DREAM‘S、ヒアシンスハウスの会、

日本建築家協会関東甲信越支部埼玉地域会、株式会社エイト日本技術開発

本公園の近隣の自治会長 別所沼第三自治会、浦和仲町四丁目自治会

公園管理者 さいたま市都市公園課、南部公園整備課、（公財）さいたま市公園緑地協会

その他（傍聴者等） さいたま北商工協同組合、日本工営株式会社

・自然環境分科会にも協力いただき、第一段階実験として、ポリ水槽を用いた過酸化水素のアオコ抑制効果を検証した。今回の実験結果を
踏まえ、今後は第二段階実験として別所沼会館前の蓮池で、過酸化水素の効果を検証する予定である。

・過酸化水素だけでなくオゾンでも実験しないのか。
⇒有識者の助言や海外での実績が多かったため、過酸化水素を採用した。コスト的にも有利。
・アオコの抑制に効果がある過酸化水素の濃度はどのくらいか。
⇒分析中だが、4mg/L以上だと効果が期待できる。
・沼全体に過酸化水素を散布する場合、その攪拌方法が課題と考えるが現時点でよい方策はあるか。

⇒攪拌方法は最大の課題である。別所沼の噴水を活用することを考えたが薬剤がすぐに揮発することが危惧される。蓮池での第二段階実
験では複数地点から散布する。

・過酸化水素の散布だけでなく、「かいぼり」などの取組が必要ではないか。
⇒アオコの種を減らすためには「かいぼり」が効果的だが、数年しか効果が持続しない。効果が持続する手法を用いることが重要である。

・肌感覚だが、今年の沼の状況は過去一番ひどい。濁りや蚊が多い。毎年の水質データを蓄積することで、対策の糸口が見つかるかもしれ
ない。

■別所沼の水質調査について



別所沼公園協議会 前回の振り返り

・サブタイトル案が協議会メンバーから４件挙がった。どれかを選択するのではなく、全てを盛り込んだ案を次回協議会で示してほしい。
⇒検討する。
・公園利用者は健康づくりに取り組んでいる人が多いため「健康」がにじみ出るようなサブタイトルをお願いしたい。
⇒検討する。

■ホームページの内容・レイアウトについて

・水質改善について、分科会で取り組んだことに価値がある。実験結果の確認が楽しみ。

・落ち葉拾い・泥土集め・焼き芋イベントについて改めて目的の共有を図りたい。

■自然環境分科会の活動報告について

・別所沼公園内の看板は314件と想像よりも多くあった。これらを整理し最小限にしていけるとよい。
・協議会で作成する看板はだれが設置するのか。看板はデリケートで高さや角度など細かい調整が必要となる。
⇒協議会のメンバーが現地で話し合いながら調整・設置することを想定している。
・今後のスケジュールにある「ルール確認」は、看板に記載するルールを決めていくという認識でよいか。
⇒問題ない。
・自転車ルートについては当面通行を許容するルートを検討していく。グランドデザインでは正規ルートの検討もお願いしたい。
⇒検討する。

■利用環境分科会の活動報告について

・協議会メンバーの集合写真を撮影した。

■その他

令和5年12月19日
別所沼公園協議会

資料1



藍藻対策のフロンティア

令和5年12月19日
別所沼公園協議会

資料２

藍藻の家系



シアノバクテリア（藍藻）の問題点

景観障害

石手川ダム

城山ダム

皇居外苑濠

2-メチルイソボルネオール
ジェオスミン

カビ臭問題



皇居 千鳥ヶ淵

アナベナAnabaena flos-aquae
〜20000細胞/ml TN~1mg/l, TP~0.1mg/l

環状ペプチド
ミクロシスティン、ノジュラリン（汽水域）など︓

肝臓毒、肝臓の発がん性
胃痙攣、嘔吐、下痢発熱、頭痛など

半数致死量 0.05mg/kg  (サリン0.35mg/kgよりも危険)
アルカロイド

アナトキシン、サキシトキシン（アファントキシン） など︓
神経毒、痙攣、呼吸器障害

半数致死量 0.2 mg/kg （サリンと同程度）
シリンドロスパームオプシン

腎臓毒（腎臓の拡大、尿たんぱくの減少）、肝臓障害
半数致死量 2.1mg/kg(1日暴露）

リングビアトキシン a
皮膚かぶれ、下痢

半数致死量 0.25mg/kg

ミクロシスティン－LR

アナトキシン a

ミクロキスティス

オシラトリア アナベナ アファニゾメノン

ノジュラリン R

ノジュラリア（海岸）

シアノトキシン 藍藻毒

2019年8月17日 2019年7月31日 2019年11月7日

水遊び水域ガイドライン （対策レベル）

WHO(2003)

急性健康被害のリスク シアノバクテリア
（細胞/ml)

クロロフィルa 
(mg/l)

ミクロシスティンレベル
(mg/l)

低い <20,000 <10 <10
中程度 20,000-100,1000 10-50 10-20
高い 100,000-

10,000,000
50-5,000 20-2,000

非常に高い >10,000,000 >5,000 >2,000
オーストラリア 10mg/L 全ミクロトキシン、全シアノバクテリア体積＞4mm3/l、

ミクロキスティス エルギノーサ＞50,000細胞/ml

カナダ 20mg/l 全ミクロシスティン、全シアノバクテリア＞100,000細胞/ｌ

ミュージーランド 12mg/l 全ミクロシスティン、全シアノバクテリア体積＞1.8mm3/l

各国の水遊び水域のガイドライン



注意喚起が出された回数 （2015年）

州 対策レベル

カリフォルニア ミクロシスティン0.8mg/、
アナトキシンa 90mg/l、シリンドロスパームオプシン4mg/l

ニューハンプシャー 50％以上の細胞が有毒プランクトンで構成される場合

ケンタッキー
ルイスビル地域

忠告︓ シアノバクテリア ＞20,000細胞/ml
注意︓ シアノバクテリア ＞100,000細胞/ml

ロードアイランド スカムの目視確認、シアノバクテリア＞70,000細胞/ml

ウイスコンシン シアノバクテリア ＞100,000細胞/ml、スカム層確認

バーモント シアノバクテリア 4,000細胞/ml、ミクロシスティンーLR 6mg/l、
目視で確認可能なスカムの存在、アナトキシンa＞10mg/l

警戒レベル 行動指針
監視レベル

シアノバクテリア
500細胞/ml以下、

体積︓0.5mm3/L以下

毎週の目視観測、もしくは
通常の増殖場所のサンプリング

注意レベル
有毒シアノバクテリア

体積︓0.5＜＜1.8mm3/L
全シアノバクテリア

体積︓0.5<<10mm3/L
（〜500-10000細胞/ L)

最低週1回のサンプリング、
保健所、医療機関等の公共機関に連絡

監視個所の増加

対策レベル
ミクロシスティン 1>12mg/L

有毒バクテリア体積＞1.8mm3/L
全シアノバクテリア

全シアノバクテリア体積＞10mm3/L
アオコのスカム存在

注意喚起のためのモニタリング継続
注意箇所の表示、サンプル調査

保健所、医療機関等、メディアへの健康被害
の可能性を周知

医療機関は健康被害を連絡 など

浮遊性シアノバクテリアの監視レベル （ニュージーランド）

魚の体内中のミクロシスティン量の例
種 ミクロシスティン濃度

コイ 筋肉0.002-0.337mg/gWW、肝臓0.092-31.1mg/gW、内蔵0-
71.6mg/gWW

Li et al.004

オオクチバス 筋肉0.32mg/g、肝臓0.21mg/g NDEO 2011

ナマズ 筋肉0.21mg/gWW、肝臓0.1273-0.250mg/gWW Zimba et al 2001

 釣りは危険



近年の世界的傾向

 温暖化に伴う温度躍層の強化
（低層の貧酸素化）

 水温の上昇による長期間のシアノバクテリア増殖
 N/P比の低下

シアノバクテリアには大気窒素を固定するものが多く
低窒素の濃度下でも増殖可能

異質細胞ヘテロサイト︓窒素固定

2019年8月17日
千鳥ヶ淵

アナベナAnabaena flos-aquae〜20000細
胞/ml 

ノジュラリア

海岸に発生︓ 海
域へのN,Pの単純な
放出には問題

行動レベル

皇居外苑濠においても

❓

下流域においても

ミクロシスティス



従来の藍藻対策は適切か︖

水温分布（循環前）

日射強度分布

水温分布（循環後）

水温低下による増殖率低下

光環境の悪化による増殖率低下

混合により他の競合種の

競争力強化

CO2

HCO3
-

ｐH～８－９

ｐH～７

ｐH低下、二酸化炭素濃度改善による

藍藻以外の種の競争力強化

溶存酸素分布の改善によるリンの溶出抑制、

硝化の促進

浅層曝気循環

 海外での曝気循環の目的は全層循環による嫌気層の除去



Wu et al. (20119 Limnology, 12

Lake Taihuの例
日射

高ストレス

 日射が強いとストレスが高
くなる

 強光阻害

 光が弱い時の方が活性度が高い

（Piel et al. 2020）

 増殖実験 野外（晴天時）
3,000lux :  ~ 100,000lux

???        2000mmol photons/m2/s

 光制限による増殖抑制は浅い
水深では生じない

 過酸化水素添加による効果の方が大きい
光強度



活性酸素とは

おおた 内科消化器科クリニックホームページより
https://ota-clin.com/agingcheck/oxygen/

90％の病気の原因
 肝炎、すい炎、腎不全など
 ガン、白血病
 心臓病
 脳血管障害
 高血圧
 糖尿病
 肌トラブル

最初の酸素生産
シアノバクテリ
ア

カンブリア爆発
陸生植物単純な原核生物

好気性原核生物

原田. 2015 

活性酸素

 病原菌の殺傷
 不要な細胞の除去
 体内の伝達機能

https://ota-clin.com/agingcheck/oxygen/


大量の活性酸素ROSの発生

高環境ストレス下 強光、塩分、乾燥、有害物質、機械的ストレス、

競合種

タンパク質、脂肪、DNA等の破壊

抗酸化酵素
SOD

過酸化水素 水・酸素

抗酸化酵素

CAT、APXなど

枯死・生長抑制

O2
.- スーパーオキシドアニオン

環境ストレス下で植物体内に生ずる現象

強光

UV 

CO2摂取障害

障害

オゾン

重金属

高温塩分

乾燥

病原菌

低温

葉緑体
ぺルオキシソーム

ミトコンドリア

細胞壁、細胞膜

1O2

O2
-,H2O2

O2
- H2O2

O2
- H2O2

O2
- H2O2

: 環境ストレス

: 組織

活性酸素

 細胞内の様々な組織で過酸化水素が生成される

過酸化水素濃度で環境ストレスレベルの評価が可能

Asaeda et al. (2018) Eng 4

活性酸素の例

 ストレスが増加すると、活性酸素と抗酸化作用
のバランスが崩れる (酸化ストレスの増加）

ROSAOX

Equilibrium
AOX=ROS ROS

AOX

Execc ROS
AOX<ROS

抗酸化物質 活性酸素種

O2
- H2O2

.OH 1O2

スーパーオキシドディスミュターゼ
SOD

✔

グルタチオンぺルオキシダーゼ ✔
ペルオキシダーゼ POX APX ✔

カタラーゼ CAT ✔
アスコルビン酸 V.C. ✔ ✔ ✔

システイン ✔
グルタチオン ✔

α―トコフェノール V.E. ✔ ✔
α－カロテン ✔
β ―カロテン ✔ ✔
フラボノイド ✔
リボフラビン ✔
ビリルビン ✔

尿酸 ✔ ✔

主な抗酸化物質と除去する活性酸素種



過酸化水素を利用する利点

１．残留物がない
２．過酸化水素は１日程度でほぼ消失
３．自然水域でも有機物がUVで分解すること、ストレス下の生物体内で
生成されることから、本来、水中に存在している
４．藍藻以外の他の生物に対する影響が小さい

過酸化水素を利用して藍藻を制御

自然水域の過酸化水素濃度

Cooper et al. (1988) Environ. Sci. Technol. 22



Time (hrs)

Mikula et al (2012) European J Phycology 47

Microcystis aeruginosa

After 3hrs

Drabkova et al.  (2007)Photosynthetica 45 

Microcystis
Synechococcus
Aphanothece
Cynobium
Trichormus
Psedokirchenerilla
Senedesmus
Chlamydomonas
Navicula

Wan et al. (2019) Chemosphere 228

ROS 活性
抗酸化酵素活性

光合成量



Chen et al.: (2016) Env. Pollution 219

Overwintering benthic cyanobacteria

Long-term (80 h) responses of M. aeruginosa to HP in microcosm experiments. (a) Changes in cell density; (b) changes in Chl a content; 
(c) changes in carotenoid content; (d)changes in the activity of photosystem II. The data are the mean value ± SD of three independent 

experiments. Significant levels are indicated by asterisks (*p < 0.05, **p < 0.01,
***p < 0.001).

Wang et l. (2019) Chemoshpere 228

Lake Koeshuis (Nederland)の例

Matthis et al. (2012) Water Research 46



Luring et al. (2014) Toxins 6

Microcystic aeruginosa

超音波
250mL : Ultrasound (20~44kHz, 0.68W)

超音波による対策との比較

細胞内に生成される過酸化水素の利用



葉緑体

細胞壁

細胞膜 ミトコンドリア

核

ペルオキシソーム

液胞

ゴルジ体

ストロマ

デンプン

グラナ

DNA

チラコイドラメラチラコイド膜

チラコイドルーメン

リボソーム

葉緑体

外膜
内膜

12NADP+

12NADPH
e-e-

6CO2

C6O12O6

H2O

O2

カルビン回路
6ATP

チラコイド

ストロマ
二酸化炭素固定

12ATP

6ADP

PGA 還元
RuBP再生

12 3-PGA
6RuBP

12 G3P10 G3P

Rubisco

2 G3P

6x5C

6xC

12x3C

2x3C

12ADP
12x3C

12 3Pi, H+

RuBP: リブロース 1,5-ビスリン酸
3-PGA: 3-ホスホグリセリン酸
G3P: グリセルアルデヒド 3-リン酸

6 Ribulose 5-phosphate



光化学系II
PSII

NADP+NADPH

H+H+

ATP合成酵素

プラストキノン
シトクロムb6f

e-

ADP+Pi ATP

ルーメン
H2O 1/2O+2H+

ストロマ

H+

フェレドキシン FNR

カルビンサイクル

O2

H2O2, OH-

CO2環境ストレスによる炭素固定の阻害

1O2

一重項酸素生成 PSII損傷

過酸化水素生成
タンパク質合成阻害
PSII修復阻害

光化学系I
PSI

葉緑体における活性酸素の発生

過剰光エネルギー
によるPSIIの損傷

大量の活性酸素生成による
PSII修復阻害

P680 P700

O2
- H2OSOD

CuZnSOD

e-

H2O2
. H2O

O2

OH
-

e- H+, e-

O2
-

2H+, e- H
+

e-の消費

e-

e-
e-

抗酸化酵素

Harber-Weiss 反応
Fenton 反応

・OH ハイドロキシルラジカル

PS II

Cytoplasm

Thylakoid membrane

Thylakoid lumen H2O 1/2O2+2H+

Cytochrome b6f complex
Cyt b6F

PSI

PlastoCyanin

Ferredoxin 
Oxidized

Fdox

Ferredoxin 
Reduced

Fdred

NADPNADPH

e-
e-

PQ
plastoquinone

PQH2

Photosynthesis

Cytoplasm

Thylakoid membrane

NADPH dehydrogenase
NDH-1

Succinate dehydrogenase
SDH

NADPH NADP+ + H+ Succinate Fumarate

PQH2

e-

Cyt b6F

Cytochrome oxidase

PlastoCyanin

H2O 1/2O2+2H+

Respiration
C6-Cytochrome

Cytb6f
2H+

PQH2

PQ

PQ
PQ

PQH2

2H+

PSII 2e-

RFeS

Cell wall

Cytoplasmic membrane

Cytoplasm

Thylakoid membrane
Thylakoid lumen

電子伝達系 Electron Transport Chain



原核生物（シアノバクテリ）の場合、光合成による電子伝達と呼吸による電子伝達が同じ膜上で
行われるものの基本は同じ

PS II

Cytoplasm

Thylakoid membrane

Thylakoid lumen H2O 1/2O2+2H+

Cytochrome b6f complex
Cyt b6F

PSI

PlastoCyanin

Ferredoxin 
Oxidized

Fdox

Ferredoxin 
Reduced

Fdred

NADPNADPH

e-
e-

PQ
plastoquinone

PQH2

Photosynthesis

Cytoplasm

Thylakoid membrane

NADPH dehydrogenase
NDH-1

Succinate dehydrogenase
SDH

NADPH NADP+ + H+ Succinate Fumarate

PQH2

e-

Cyt b6F
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藍藻 Phormidium ambiguum でのタンパク質あたりの過酸化水素濃度

 酸化ストレスは30mmol/s/m2程度の光強度で最低 （夏季日中の光強度〜2000mmol/s/m2)
強い光強度では強光阻害が発生、藍藻の枯死

 リン濃度が低いほど酸化ストレスは低下、生息環境は向上
 曝気循環の仕組みの改良が必要
 日射強度を利用した制御が可能
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30000-80000lx light condition

日射と過酸化水素の複合的な影響

Pseudoanabaenaに対して

Wang et al. (2017) 
Earth Env. Sci. 81

まとめ

１．近年の世界の研究では、従来の藍藻対策は必ずしも有効とはいえない。
２．過酸化水素の利用は

自然水域に普通に存在する
残留物が残らない
短期間で消失する
他の生物に対する影響が少ない

などの理由から極めて有望である。
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過酸化水素によるアオコ抑制実験結果について（第二段階実験：9月 24 日～10 月 24 日実施） 
令和 5年 12 月 19 日 

日本工営株式会社 

1. 実験内容 

別所沼会館前の池において 9/24～10/24 に第二段階実験を行いました。 

池の流入・流出部を防水シートと土嚢等を用いて封鎖し、池を隔離水域としました（図 1）。 

第一段階実験により、過酸化水素濃度が 4mg/L であればアオコの原因藻類に対して効果があ

り、また魚類等の生物にはほとんど影響がないことが確認されていることから、第二段階実験

では隔離水域の過酸化水素濃度が 4mg/L になるように実験を行いました。 

開始から 3 日間（9/24～9/26）は、午前中にじょうろを用いて過酸化水素溶液を添加し、さ

らに池水をポンプでくみ上げ、過酸化水素溶液を添加して隔離水域に戻すことにより、過酸化

水素を継続的に添加しました。 

4 日目以降（9/27～10/23）は、1 日 1 回じょうろによる添加を行いました。実験期間中、隔

離水域から採水して水質やプランクトンの分析を行うと共に、比較のため別所沼の水について

も分析を行いました。 

実験期間中は毎日、隔離水域の状況を観察し、睡蓮の枯死や魚類等の斃死などが発生してい

ないか確認しました。実験終了時には、隔離水域の過酸化水素濃度を測定して別所沼と同様の

値であることを確認した上で、水路の水流を元の状態に戻しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 隔離水域の設置 

注)別所沼会館前の池には、別所沼の水をポンプでくみ上げて水路を通して流し、また池から流出した水は別所沼に
戻している。矢印は水路の水流の方向。実験中は水流を停止。 

2. 実験結果 

2.1 過酸化水素濃度の変化 

図 2 は実験中の過酸化水素濃度の変化です。 

別所沼では、大きな変化はなく、0.08～0.74mg/L の範囲にありました。 

隔離水域では、9/25 に大きく上昇しました。これは、じょうろで添加した量が 3 日間の内で

最も多かったためと思われます。 

濃度上昇後には速やかに濃度低下がみられ、翌日には添加前のレベルまで戻りました。これ

は、第一段階実験と同様の結果であり、添加した過酸化水素が水中の有機物の酸化に使用され

て減少したほか、速やかに揮発したことによると考えられます。 

最終日10/24の実験終了前に隔離水域内5箇所で測定した過酸化水素濃度は0.00～0.40mg/L

で、別所沼と同様のレベルでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 過酸化水素濃度の変化（左：開始から 3 日間 9/24～9/26、右：全期間 9/24～10/24） 
注)9/24～9/26 の図においては、過酸化水素を添加した時間帯を両矢印で表示。 

 

2.2 過酸化水素のアオコ抑制効果 

図 3 は実験中の植物プランクトンの細胞数の変化です。 

・ 隔離水域、別所沼共に植物プラントンの中で一番多かった藍藻類全体の細胞数は、大きな

変化がありませんでした。 

・ 一方、藍藻類の中でアオコの原因となる種は、隔離水域において、過酸化水素濃度が顕著

に増加した 9/25 に大きく減少しました。その後も細胞数が少ない状態が続き、実験終了

時の 10/24 には、隔離水域でアオコ原因種は確認されなくなりました。 

・ 自然界においてアオコの原因となる種は、秋～冬季に減少することが多いですが、別所沼

では減少することはなかったため、過酸化水素の作用と考えられました。 
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・ 第一段階実験では、アオコ原因種以外の藍藻類も過酸化水素の添加により減少しました

が、第二段階実験では減少がみられませんでした。第一段階実験では過酸化水素添加後に

実験に用いた水槽内を混合しましたが、第二段階実験では過酸化水素を隔離水域の表層

に添加し、混合は行わなかったため、ガス胞をもち表層に集まりやすいアオコ原因種への

影響が大きく、一方、それ以外の藍藻類の種は表層以外にも分布しているため、影響が少

なかったと思われます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3(1) 植物プランクトン細胞数の変化：藍藻類 

（左：開始から 3 日間 9/24～9/26、右：全期間 9/24～10/24） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3(2) 植物プランクトン細胞数の変化：藍藻類のアオコ原因種 

（左：開始から 3 日間 9/24～9/26、右：全期間 9/24～10/24） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3(3) 植物プランクトン細胞数の変化：珪藻類、緑藻類（全期間 9/24～10/24） 
注) 図 3(1)及び(2)の 9/24～9/26 の図においては、過酸化水素を添加した時間帯を両矢印で表示。 

2.3 睡蓮等生物への影響 

写真 1 に示したとおり、実験期間中に実験期間中に睡蓮の枯死等の異常は確認されませんで

した。また魚類やザリガニ等の生物の斃死等も確認されませんでした。 

 

  

  

写真 1 睡蓮の状況 上段：実験開始前（9/23）、下段：実験終了後（10/24） 

 

3. まとめ 

第二段階実験結果のまとめは以下のとおりです。 

 

・第一段階実験と同様、添加した過酸化水素は速やかに減少し翌日には添加前の濃度レベ

ルに戻っていました。過酸化水素が水中の有機物の酸化に使用されて減少したほか、速

やかに揮発したことによると考えられます。 

 

・過酸化水素濃度 4mg/L で、さらに過酸化水素を表層に添加することにより、アオコ原因

種の藍藻類には効果があり、それ以外の生物に対しては影響が少ない状態にすることが

可能であると考えられました。 
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１０月１１日（水）〜２３日（月）の１３日間、別所沼会館前の蓮池で第二段階実験を行いました。
自然環境分科会のメンバーにご協力いただき、過酸化水素の添加を行いました。

日にち／担当 １１(水） １２(木） １３(金） １４(土） １５(日） １６(月） １７(火）

自然環境分科会
メンバー 仲町四丁目自治会 仲町四丁目自治会 ラジオ体操愛好会 あそびの森

小魚迷人クラブ 小魚迷人クラブ 別所沼を守る会
小魚迷人クラブ JIA埼玉

さいたま市職員
緑地協会職員 さいたま市 さいたま市 さいたま市 緑地協会 緑地協会 さいたま市 さいたま市

日にち／担当 １８(水) １９(木) ２０(金) ２１(土) ２２(日) ２３(月)

自然環境分科会
メンバー

別所沼を守る会
小魚迷人クラブ

あそびの森
小魚迷人クラブ

別所沼を守る会
小魚迷人クラブ 小魚迷人クラブ JIA埼玉 小魚迷人クラブ

さいたま市職員
緑地協会職員 さいたま市 さいたま市 さいたま市 緑地協会 緑地協会 さいたま市



令和5年12月19日
別所沼公園協議会

資料4
第二段階実験・過酸化水素添加の様子



『公園の“利用”環境』分科会
分科会長 青石 大一郎（別所沼を守る会）
副会長 青木 正明 （浦和別所小魚迷人クラブ）
分科会員 あそびの森 大戸１丁目自治会 浦和仲町四丁目自治会 浦和別所沼公園ラジオ体操愛好会

浦和別所小魚迷人クラブ 別所沼観光協会 JIA埼玉

事務局 渡辺 俊仁（さいたま市都市公園課）

令和５年度の活動方針とスケジュールについて

◎別所沼の水質をどのように改善していくか
⇒ 沼の将来イメージをどう考えるか（会長）
（例）「水草が多く透明度が高い沼」と「水面が多く見えるが水草は少ない沼」どちらか？貸ボート復活はあるのか？

◎落ち葉拾いとその落ち葉を使った焼き芋イベント【プレーパークとの連携・地域の子供たちとの交流】
⇒ 分科会としての結束を強め、みんなで沼を守る機運の醸成、落ち葉集め技術の継承

◎生態系マップの作成
・メタセコイアの並木を今後どうしていくか
・アメリカシロヒトリの対策をどのように行っていくか
・別所沼公園の景観を今後どうしていくか（花・水・緑）

・
方
針
決
め

・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
決
め

４月

焼
き
芋
イ
ベ
ン
ト

１月７月

落ち葉拾い
泥土集め

焼き芋イベント
の計画
について

植生マップの作成計画について

１２月

泥土集めの実施

→底のヘドロをすく
い落ち葉と混ぜる

→腐葉土を作り、肥
料として販売

落ち葉拾いの実施

１１月
・落ち葉拾いのイベント
（子どもの参加）

・見守る大人の人数確保
・小学校への呼びかけ

落ち葉拾い

焼き芋イベント

落ち葉の活用 腐葉土作りの検討

植生マップの作成
・毛虫がどこで沸くのか把握し、対策を練る
（幼虫を踏みつぶすイベントの企画など）

・桜の木の今後について更新計画を考える

令和5年12月19日
別所沼公園協議会
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植生マップ 作成計画について
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第３回自然環境分科会の報告

■落ち葉拾い・泥土集め・焼き芋イベントについて
・主なご意見

別所沼を守る会

・落ち葉拾いを行わないと、沼の水深が浅くなり、沼が存続しない。今後も活動が継続できるよう、みんな
で行う雰囲気作りをしていきたい。

・活動をホームページで周知することや、子どもたちにも落ち葉拾いを経験してもらうこと、落ち葉の活用
として焼き芋イベントをしたい。

・小学校低学年は網を扱うのが難しい。落ち葉拾いは安全を考え、大人を対象に周知する。
・協議会で試行錯誤し、いずれは安全対策を踏まえた上で、小学生を呼べればよい。

小魚迷人クラブ
・水面の落ち葉拾い活動を今後どう継続するかが課題。
・沼の落ち葉は、水分を含んでいることや、燃えると煙が多いため利活用が難しい。地上に落ちる欅の葉は

利用しやすいため、公園利用者と地上の落ち葉を清掃し、焼き芋イベントができるとよい。

あそびの森 ・地上の落ち葉を利用して焼き芋イベントを行っても、「別所沼を守る会」の活動に結びつかないと思う。
・沼の存続や沼を綺麗に維持していくことを議論してきた。無理に焼き芋イベントを行う必要はないと思う。

公園緑地協会 ・まずは協議会として沼の落ち葉を拾い、一般の方々が興味を持ってもらう啓発活動になるとよい。
・管理者として柵がない場所で、子どもたちに作業させるのは心配。

浦和仲町
四丁目自治会 ・啓発活動ということで、気長に継続してやる必要がある。

※植生マップの作成計画は議論できなかったため、次回以降に持ち越し。

・沼の落ち葉は、水分を含み、煙が多く出るため、焼き芋
には利用しづらい。

⇒焼き芋イベントは行わない。

■焼き芋イベント

■落ち葉拾い
・別所沼の水深維持のため、落ち葉拾いを行うことは必要。
・この活動を広げるため、まずは協議会として１２月に２

回落ち葉拾いを実施する。実施に際しては、協議会ホー
ムページで周知する。

・安全を鑑みて、今回は大人のみで実施する。
・安全対策を講じられれば、子どもたちが参加できる落ち

葉拾いの実施や、落ち葉拾いの啓発活動も展開する。

■泥土集め
・別所沼の水深維持のため、落ち葉拾いと合わせて泥土集

めを行う。



落ち葉拾い・泥土集め・焼き芋イベント・植生マップについて

第３回自然環境分科会を踏まえた「今後の方向性（案）」

１月に泥土集めを実施（協議会のホームページで周知）

１２月に落ち葉拾いを実施（協議会のホームページで周知）

来年度は腐葉土づくりの検討、植生マップの検討などを行う

令和5年12月19日
別所沼公園協議会

資料4



令和5年12月19日
別所沼公園協議会

資料4落ち葉拾いの実施

公園利用者の方々 拾った落ち葉

あいさつ 落ち葉拾いの様子

・第3回自然環境分科会の検討を踏まえ「別所沼の水深維持と良好な景観づくり、ボランティア活動の
周知」を目的とし、12月6日(水)に落ち葉拾いを実施しました。

・ 18歳以上の方を対象に「別所沼公園協議会ホームページ」で事前周知を行いました。
・当日は10名以上の方々に参加していただきました。 12月20日(水)もぜひご参加ください︕



令和5年12月19日
別所沼公園協議会

資料4



『公園の“利用”環境』分科会
分科会長 楠田 昭徳（一般社団法人 RUN DREAM'S）
副会長 田中 麻美（あそびの森）
分科会員 別所第三自治会、大戸１丁目自治会、１００年別所沼、浦和別所沼公園ラジオ体操愛好会、JIA埼玉

SMF（サイタマムーズフォーラム）、一般社団法人うらわClip、ヒアシンスハウスの会
株式会社エイト日本技術開発

傍聴 さいたま北商工協同組合
事務局 滝田 純弥（さいたま市都市公園課）

◎「禁止看板ばかり」からの脱却に向け、公園利用のルールを今後どうしていくか
◎「公園ルール」を気持ちよく伝える「啓発サイン」の作成
◎自転車の乗り入れルールを今後どうしていくか

・マルシェやアートフェスなどのイベントの開催
・駐車場や飲食施設など、別所沼会館との連携をどうするか
・別所沼公園の景観を今後どうしていくか（ライトアップ等）

令和５年度の活動方針とスケジュールについて（利用環境分科会）

５月 ７月 １１月 ２月
・
方
針
決
め

・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
決
め

公園のトリセツ
〇公園のルール
〇窓口の整理

看板の設置状況

自転車ルート
皆で現地
確認

現在のルールの確認
・禁止事項
・申請事項等

・看板の撤去
（いる・いらないの判断）

・設置された経緯の確認

看板の整理

ルール確認 ・別所沼公園でのルール
の検討を行う

公園のルールがわからない。
必要な申請と窓口がわからな
い。

公園のトリセツ（案）の検討
・別所沼公園でできることの再確認

看板(案)の作成
・掲載内容
・設置個所
・デザイン等

新規イベント
・沼を横切るこいのぼり
（子供まつりイベント）

・コスプレイベント
・野外コンサート

まずは、ルール等を確認することが最優先
（現状でも各団体はイベントを行っている）

令和5年12月19日
別所沼公園協議会

資料5

不要看板の撤去

自転車ルートの青ライン引き



『公園の“利用”環境』分科会
分科会長 楠田 昭徳（一般社団法人 RUN DREAM'S）
副会長 田中 麻美（あそびの森）
分科会員 別所第三自治会、大戸１丁目自治会、１００年別所沼、浦和別所沼公園ラジオ体操愛好会、JIA埼玉

SMF（サイタマムーズフォーラム）、一般社団法人うらわClip、ヒアシンスハウスの会
株式会社エイト日本技術開発

傍聴 さいたま北商工協同組合
事務局 滝田 純弥（さいたま市都市公園課）

◎「禁止看板ばかり」からの脱却に向け、公園利用のルールを今後どうしていくか
◎「公園ルール」を気持ちよく伝える「啓発サイン」の作成
◎自転車の乗り入れルールを今後どうしていくか

・マルシェやアートフェスなどのイベントの開催
・駐車場や飲食施設など、別所沼会館との連携をどうするか
・別所沼公園の景観を今後どうしていくか（ライトアップ等）

令和５年度の活動方針とスケジュールについて（利用環境分科会）

５月 ７月 １１月 ２月
・
方
針
決
め

・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
決
め

公園のトリセツ
〇公園のルール
〇窓口の整理

看板の設置状況

自転車ルート
皆で現地
確認

現在のルールの確認
・禁止事項
・申請事項等

・看板の撤去
（いる・いらないの判断）

・設置された経緯の確認

看板の整理

ルール確認 ・別所沼公園でのルール
の検討を行う

公園のルールがわからない。
必要な申請と窓口がわからない。

公園のトリセツ（案）の検討
・別所沼公園でできることの再確認

看板(案)の作成
・掲載内容
・設置個所
・デザイン等

新規イベント
・沼を横切るこいのぼり
（子供まつりイベント）

・コスプレイベント
・野外コンサート

まずは、ルール等を確認することが最優先
（現状でも各団体はイベントを行っている）

令和5年12月19日
別所沼公園協議会

資料5

別所沼公園憲章

自転車ルートの青ライン引き



『公園の“利用”環境』分科会

令和5年12月19日
別所沼公園協議会

資料5

看板の設置状況全体

1.案内 59

2.交通マナー 57

3.ゴミ・タバコマナー 25

4.釣りマナー 33

5.ペットマナー 45

6.野生動物マナー 19

7.禁止事項 34

8.注意喚起（事故・転倒等） 22

9.その他 20

看板の総数３１４件



1.固定型, 

85件

（27%）

2.自立可動型

3件

（1%）

3.くい打ち型,

29件

（９％）

4.池内看板, 

6件

（2%）

5.貼付け, 

190件

（61%）

6.その他

1件

（１％未満）

『公園の“利用”環境』分科会看板の種類、設置者

96件

（３％）

１１３件

（36%）

９件

（３％）

１４件

（4%）

８２件

（26%）

さいたま市

公園管理者

その他
（公的機関）

その他

記載なし

看板設置者

さいたま市 公園管理者 記載なし

看板の種類

固定型 くい打ち型 貼付け

令和5年12月19日
別所沼公園協議会

資料5



看板の撤去・設置の検討について

令和5年12月19日
別所沼公園協議会

資料5

団体名 主なご意見

あそびの森

・看板の設置・撤去を行う前に、別所沼公園のルールを検討する必要がある。
・世田谷区では公園の看板標示ガイドラインが策定され、看板作成のテーマが示されている。市民と有識

者が議論した過程も掲載されており、参考とすべき。
・明らかに表示が見えない看板は撤去していいと思う。

さいたま市 PPP コー
ディネーター（宮本

恭嗣）

・看板による抑止効果は検証されたことがない。この機会に公園内の看板をすべて撤去してみてはどうか。
・一時的に公園利用のマナーが悪くなるかもしれないが、利用者からの意見により、本当に必要な看板が

見えてくると思う。

別所第三自治会 ・明確に禁止されているルールとは別に、考え方によって意見が分かれるルールは議論が必要。

南部公園整備課
・看板を撤去したことにより、事故が起きた際の責任が公園管理者となる場合がある。思い切りの中にも

ルールを設けるべき。
・看板のデザインは、絵が描いてあるなど、表現を変えるだけで効果に変化がある。

緑地協会

・「事故が起きてほしくない」、その一心で看板を設置している。この思いから膨大な看板数となった。
その一方、本協議会で「禁止看板が多すぎる」ことを議論し始めてからは、なるべく設置しないように
心掛けている。

・マナー違反をしている人がいても看板がないから注意できないという事例があった。
・看板のデザインを統一しつつ、安全上、公園内に必要なものは残させて頂ければありがたい。

ラジオ体操 ・安全管理の看板については撤去しない方がよい。特に根上がりは高齢者がよくつまずく。



看板の撤去・設置の検討について

令和5年12月19日
別所沼公園協議会

資料5

第３回利用環境分科会を踏まえた「今後の方向性（案）」

「別所沼公園のルール」を掲示する看板のデザインを決定する。
新たな看板を作成し、出入口など必要な場所に設置する。

まずは「別所沼公園のルール」を協議会で丁寧に議論し決定する。
同時に「読めない看板」など、明らかに不要な看板は撤去する。

一度、それ以外の看板を全て撤去する。
ただし、安全に関するものは、代替のデザイン看板を設置する。

どうしても必要な看板は統一デザインの看板として再設置する。



『公園の“利用”環境』分科会自転車走行可能ルートの検討について

自転車ルートの現地調査結果

駐輪場がないため、歩道橋下
が駐輪場となっている。駐輪
場が必要ではないのか。

クランクなため、減速効果があり。
全体的に青ラインで自転車レーンだとわか
るように示す程度で十分（カラー塗装等）

通路の幅が狭いので往来の際の
一時停止等の工夫が必要

令和5年12月19日
別所沼公園協議会

資料5

公園西側自転車ルート（案）
既に走行可能な自転車ルート



自転車走行可能ルートの検討について

令和5年12月19日
別所沼公園協議会

資料5

団体名 主なご意見

一般社団法人
RUN DREAM'S

・公園内を自転車で通れないのは不便。子どもを乗せた親が、自転車を降りて通行するのは難しい。
・別所沼会館の横の細い道と、クランク部分が課題と考える。
・公園の東側ルートについても、いずれ通行できるとよい。

公園緑地協会
・クランクの南側区間（事務所西側）は、自転車の通行制限を設けていない。
・クランクの南側区間をカラー舗装するのはよいが、一方で乗り入れできない区間は明示する必要がある。

南部公園整備課

・クランクの北側は、歩行者と自転車が共存するため、幅員を検討する必要がある。大宮公園は広幅員な
ため走行可能となっている。

・別所沼公園の周辺地域は、安心して走る自転車ルートがない。公園内に安全な自転車走行ルートができ
れば、周辺住民が安心して走れる。

あそびの森
・クランクの南側区間が走行可能なことは、認識している人が少ない。
・公園西側ルートを走行可能にしても、公園の東側を自転車で通行する方がいると思う。

㈱エイト日本技術
開発

・カラー舗装をしてしまうと後戻りしづらい。
・西側ルートを通行可能にすると、自転車が集中することで、新たな問題が発生する可能性もある。
・試験的に走行可能にするとしても、別所沼会館の横の細い道は拡幅すべきとは思う。



看板の撤去・設置の検討について

令和5年12月19日
別所沼公園協議会

資料5

第３回利用環境分科会を踏まえた「今後の方向性（案）」
１．まずは公園西側ルートの確保を目指す。
２．公園東側等は公園全体のグランドデザインの中で、将来形として検討する。

公園西側ルート確保について（案）

クランクの北側へ抜ける通路については、「クランク部分
及び狭隘部の通行ルール」を検討する。

既に自転車が通行可能なクランク南側区間（事務所西側）は、
自転車通行が可能であることを認識しやすいよう表示をする。

決まったルールに基づき、実験的にルート表示をする。



令和5年12月19日
別所沼公園協議会
     資料6
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令和5年12月19日
別所沼公園協議会

資料7ホームページのサブタイトル（案）ついて

■いただいたサブタイトル案案
ヒアシンスハウス 100年別所沼 あそびの森 （参考）さいたま北商工協同組合

沼に学び沼に遊ぶ 市民の遺産別所沼公園

わたしたちの別所沼公園

みんなの別所沼公園

I ♥ 別所沼公園
I Love Besshonuma Park 

I ♥ Besshonuma Park 
We Love 別所沼公園

We Love Besshonuma Park
We ♥ Besshonuma Park

浦和別所沼公園ラジオ体操愛好会

■サブタイトルへのご意見案

公園利用者は健康づくりに取り組んでいる人が多いため「健康」がにじみ出るものをお願いしたい。

町田会長

全てのサブタイトル案を盛り込んだものにしてほしい。



令和5年12月19日
別所沼公園協議会
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①

令和5年12月19日
別所沼公園協議会

資料7

②

ホームページのサブタイトル（案）ついて


